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東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 
当社は、本日、2022年２月３日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。今後とも、なお一層の

ご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、2021年12月期（2021年１月１日から2021年12月31日）における当社の業績予想は、次のとおりで

あります。また、最近の決算情報等につきましては別添のとおりであります。 

 

【個別】 （単位：百万円、％） 

 

決算期 

 

項目 

2021年12月期 

（予想） 

2021年12月期 

第３四半期累計期間 
（実績） 

2020年12月期 

（実績） 

 対売上
高比率 

対前期
増減率 

 対売上
高比率 

 対売上
高比率 

売 上 高 1,123 100.0 46.5 810 100.0 766 100.0 

営 業 利 益 143 12.8 722.1 85 10.6 17 2.3 

経 常 利 益 148 13.2 617.6 90 11.2 20 2.7 

当期（四半期）純利益 98 8.8 258.5 55 6.8 27 3.6 

１ 株 当 た り 当 期 

（ 四 半 期 ） 純 利 益 
89円65銭 53円44銭 26円58銭 

１ 株 当 た り配 当 金 
 

０円00銭 

 

－ 

 

０円00銭 

（注）１．当社は、連結財務諸表及び四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

２．当社は、2021年９月16日開催の取締役会決議により、2021年10月18日付で普通株式１株につき700株の株式

分割を行っておりますが、2020年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期（四半

期）純利益を算定しております。 

３．2020年12月期（実績）、 2021年12月期第３四半期累計期間（実績）及び2021年12月期（予想）の１株当たり当

期（四半期）利益は、期中平均発行済株式数により算出しています。 

 



 

 

【2021年12月期業績予想の前提条件】 

 

１．当社全体の見通し 

当社は、「もう一人のあたたかい家族として在宅生活の安心を届け、地域社会へ貢献」することを経営理念として、

看護師等（注１）が利用者様の自宅等に訪問して、その方の病気や障がいに応じた看護を行う訪問看護サービス

事業を行っております。 

わが国の高齢化の進展に伴い、医療・介護市場の拡大とともに、医療機関(病院)は機能分化され、大学病院や

総合病院は高度医療に特化し、慢性疾患患者や軽症患者は地域のクリニックへ移され、病院(入院)看護から在宅

看護へと移行が進み、在宅医療・介護市場は拡大しております。厚生労働省が2018年5月21日に公表した「2040

年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材）」によれは、2040年の在宅医療市場は28兆円、在宅介護市場

は8.2兆円となる見込みであり、両者の合計は36.2兆円であります。 

訪問看護市場の規模は、2019年では5,824億円でしたが（注2）、在宅医療・在宅介護市場の拡大が見込まれる

中、当社では訪問看護市場も拡大していくものと考えております。 

このような状況のもと、2021年12月期において、当社は社会に必要不可欠な存在として、利用者様に寄り添った

訪問看護をより多くの方に享受いただけるよう、既存事業所の看護師等の人員拡充と利用者数増加に努め、2021

年３月に東京都小平市、8月に同練馬区、9月に同渋谷区並びに10月に同中野区に新規事業所を開設致しました。

この結果、第３四半期累計で、延べ訪問件数101,454件と2020年12月期通期を上回る実績を計上しております。 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響については、2020年4月の緊急事態宣言派出の頃は訪問キャンセル等

の影響が見られましたが、訪問看護従業者は社会基盤を支えるための必要不可欠な存在であるエッセンシャルワ

ーカーとして業務を継続することができたため、比較的早期に影響は希薄化し、2021年12月期の業績への影響は

ほとんどない状況で推移しております。 

第4四半期においても延べ訪問件数は堅調に推移しており、この結果、2021年12月期の業績予想は売上高

1,123,227千円（前期比46.5％増）、営業利益143,634千円（同722.1％増）、経常利益147,634千円（同612.8％増）、

当期純利益98,059千円（同256.1％増）を見込んでおります。 

（注）１．看護師等には、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士を含みます。 

（注）2. 2019年の医療保険の訪問看護療養費（出典：厚生労働省「国民医療費」(平成 18 年～令和元年)と

2019年の介護保険の訪問看護費（出典：厚生労働省「介護給付費等実態調査」(平成18年～令和元年)）

の合計 

 

２．個別の前提条件 

本資料記載の2021年12月期業績予想は、202１年１月から９月までの実績値に202１年10月から2021年12月まで

の予想数値を合算して策定した数値となっています。 

 

(１) 売上高 

当社の訪問看護サービス事業の売上高の予想については、事業所ごとに訪問1件当たり単価に延べ訪問件数

（注１）を乗じて積み上げし、算出しております。 

(ア) 事業所数 

期首の既存事業所11拠点に期中の新規開設事業所4拠点を加え、合計15拠点で売上高予想を策定しておりま

す。新規開設事業所は事業開始予定月から期末月までの数値としております。 

2019年12月期以降の事業所数は下表の通りです。 

 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 ※ 

（第3四半期累計） 

事業所数 11 11 14 

うち新規開設 0 0 3 

※ 当期の新規開設のうち、東京都中野区の事業所は2021年10月開設 



 

 

 

(イ) 延べ訪問件数 

既存拠点については、直近までの新規利用者獲得実績、終了者数実績並びに既存利用者に対する延べ訪問

件数実績に基づいて算出しております。また、拠点毎に看護師等の人員の増減見込みやスキルレベルを考慮し、

訪問件数が過度にならないように調整を行っております。 

当社では、営業の専門部署や専任職を置かず、訪問看護師自らが医療の専門知識・経験を活かして医療機関、

居宅介護支援事業所と連携して新規利用者を紹介して頂く仕組みを整えており、新規利用者は安定的に獲得で

きております。 

また、当社では採用時に訪問看護未経験者の看護師等が９割以上を占めており、入社時から一定の研修期間

が必要となりますが、訪問看護スタッフ数は2021年9月末で146名（前期末比28名増）と増加しているにもかかわら

ず、月間の看護師等1人当たり訪問件数は2020年12月期の平均85件に対し、2021年12月期（第3四半期累計）の

平均は90件と増加しております。これは当社の早期戦力化のための研修制度が機能しているものと考えております。 

2019年12月期以降、当社の延べ訪問件数と延べ介入利用者数は以下のように推移しております。 

 

 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 

（第3四半期累計） 

延べ訪問件数（件） 88,926 95,634 101,454 

延べ介入利用者数（人） 11,616 11,828 12,078 

（注）１． 延べ訪問件数は、従業員１人当たり訪問件数の総和です。 

   ２．延べ介入利用者数は、月間介入者数の総数です。「介入」とは、看護師等が訪問看護契約に基づき訪問することを言い

ます。 

 

(ウ)訪問1件当たり単価 

訪問1件当たりの単価については、法令の改正の影響を受けます。医療保険が関係する診療報酬改定は２年ご

と、介護保険の改定は３年ごとに実施されますが、超高齢化社会が進む我が国において、療養の場として病院の

みならず、在宅での療養の場の確保は後期高齢者数がピークとなる2040年に向けて喫緊の課題となっていること

を背景に、訪問看護を後押しする内容の単価改定が続いています。 

売上高予想の前提としては、直近までの事業所毎の単価実績を用いており、予想期間中に改定等が見込まれ

る場合は必要な調整を行うこととしておりますが、2021年12月期では改定はない見込みであります。 

2019年12月期以降、当社の訪問1件当たり単価は以下のように推移しております。 

 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 

（第3四半期累計） 

訪問1件当たり単価（円） 7,865 8,016 8,012 

※ 保険適用外の訪問看護を含みます。 

  

以上の結果、2021年12月期第３四半期累計期間の売上高は810,547千円となりました。また、2021年12月期通期

の売上高は1,123,227千円（前期比46.5％増）を見込んでおります。 

 

(２) 売上原価、売上総利益 

売上原価は、主に看護師等の労務費で構成されております。 

労務費は、事業所毎に直近時点の人員数に予想期間中の採用者数と想定される退職者数を加味して人員計画

を策定し、既存人員の昇格や昇給の見込みを考慮した給与単価を掛けて算出しております。当社では、1事業所当

たり看護師６名及び理学療法士等のリハビリ職５名の合計11名体制を基本としており、不足している場合は積極的な

採用を行うこととし、充足している場合は近隣に新規事業所を既存事業所からの分割により開設し、新規事業所とし



 

 

て人員計画を検討することとしております。 

2019年12月期以降、当社の看護師等の人数は以下のように推移しております。 

 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 

（第3四半期累計） 

看護師等の人数（人） 93 118 146 

 

以上の結果により、第３四半期累計期間の売上原価は492,654千円、売上総利益は317,893千円となりました。ま

た、2021年12月期の売上原価は667,789千円（前期比40.8％増）、売上総利益は455,437千円（前期比55.8％増）を

見込んでおります。 

 

(３) 販売費及び一般管理費、営業利益 

販売費及び一般管理費は、主に採用関係費、間接部門の人件費及びその他の経費で構成されております。 

採用関係費については、人員計画に基づき、採用者数分の人材紹介料を見積りし、間接部門の人件費について

は、既存人員の昇格や昇給、上場準備のための人員数増加等を加味して算出しております。また、その他の経費に

つきましては、科目別に直近実績から予想期間中の増減を加味して算出しております。 

 

以上の結果により、第３四半期累計期間の販売費及び一般管理費は232,034千円、営業利益は85,859千円となり

ました。また、2021年12月期の販売費及び一般管理費は311,802千円（前期比13.4％増）、営業利益は143,634千円

（前期比722.1％増）を見込んでおります。 

 

(４) 営業外損益、経常利益 

 主な営業外収益としては、定期的に支給がある助成金収入を見込んでおります。また、主な営業外費用としては、

借入金に係る支払利息を見込んでおります。 

 

以上の結果により、第３四半期累計期間の営業外収益は6,288千円、営業外費用は1,539千円となりました。また、

2021年12月期の営業外収益は7,000千円、営業外費用は2,000千円、経常利益は148,634千円（前期比617.6％増）

を見込んでおります。 

 

(５) 特別損益、当期純利益 

2021年12月期においては、特別損益の発生を見込んでおりません。法人税等に関しては、税引前当期純利益に

対する実効税率により算出しております。 

以上の結果により、第３四半期累計期間の四半期純利益は55,366千円となりました。また、2021年12月期の当期

純利益は98,723千円（前期比258.5％増）を見込んでおります。 

 

 

【業績予想に関するご留意事項】 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は、経済状況の変化、市場環境の変化及び他社との競合等の

様々な要因によって異なる場合がございます。 

以上 
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 (百万円未満切捨て) 

１．2021年12月期第３四半期の業績（2021年１月１日～2021年９月30日） 
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年12月期第３四半期 810  85  90  55  

2020年12月期第３四半期 - - - - - - - - 
  

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

2021年12月期第３四半期 53.44 - 

2020年12月期第３四半期 - - 

（注）１．当社は、2020年12月期第３四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2020年12月期第３四

半期の数値及び2021年12月期第３四半期の対前年四半期増減率を記載しておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

り、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。 

３．当社は、2021年10月18日を効力発生日として普通株式１株につき700株の割合で株式分割を行っております。

当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株あたり四半期純利益を算定しております。 

 

（２）財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2021年12月期第３四半期 398 163 41.1 

2020年12月期 337 108 32.1 
 

(参考) 自己資本 2021年12月期第３四半期 163 百万円  2020年12月期 108 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2020年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 

2021年12月期 ― 0.00 ―     

2021年12月期(予想)       0.00 0.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 
  



 

 

３．2021年12月期の業績予想（2021年１月１日～2021年12月31日） 
 (％表示は、対前期増減率) 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,123 46.5 143 722.1 148 617.6 98 258.5 89.65 

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

２．当社は、2021年10月18日を効力発生日として普通株式１株につき700株の割合で株式分割を行っております。

当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株あたり当期純利益を算定しております。 

 

※ 注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

 ④ 修正再表示 ： 無 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年12月期３Ｑ 1,036,000株 2020年12月期 1,036,000株 

② 期末自己株式数 2021年12月期３Ｑ -株 2020年12月期 -株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年12月期３Ｑ 1,036,000株 2020年12月期３Ｑ -株 

(注) １．当社は、2021年10月18日を効力発生日として普通株式１株につき700株の割合で株式分割を行っております。

前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均

株式数を算定しております。 

２．2020年12月期第３四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、期中平均株式数（四半期累

計）を記載しておりません。 

 

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。上記の予想に関する事項は、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する

定性的情報(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

当社は、前年度第３四半期は四半期財務諸表を作成しておりませんでしたので、前年同期との対比は記載しておりま

せん。 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大はワクチン接種が進みながらも

緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置に伴う行動制限の影響により個人消費の戻りが限定的な水準にとどまるなど、

本格的な回復には至りませんでした。 

当社が属する医療業界における訪問看護マーケットは大きく落ち込むことはなく、比較的安定した推移を見せてお

ります。しかしながら、感染症拡大の防止策を講じつつ、社会経済活動のレベルを引き上げていくなかで、感染の動

向が国内外経済及び訪問看護市場に与える影響を予測することが極めて困難な状況にあります。 

このような状況のもと、当社は「もう一人のあたたかい家族として在宅生活の安心を届け地域社会へ貢献します」

という企業理念のもと、利用者様に寄り添った訪問看護をより多くの方に享受いただけるよう、人材確保と出店に取

り組んでおります。 

収益性の向上、人材確保に注力するとともに2021年３月に東京都小平市、８月に東京都練馬区並びに９月に東京都

中野区に新規拠点を開設しました。以上の結果、当第３四半期累計期間における売上高は810,547千円となりました。

利益面では、事業所従業員の採用による、採用費負担や人件費負担の増加などの影響はありましたが、一方で月間訪

問件数の増加により営業利益は85,859千円となりました。 

経常利益についてはテレワークの助成金、中山間地域へのサービス提供に係る補助金等の助成金収入を計上したこ

と等により90,607千円となり、四半期純利益は55,366千円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①  資産、負債及び純資産の状況 

(流動資産) 

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は368,819千円(前事業年度末残高305,245千円)となり、前事業年

度末に比べ63,573千円増加いたしました。これは主に、現金及び預金が19,555千円、売上高増加に伴い売掛金が

54,014千円、増加した一方で、前払費用が4,354千円、未収入金が4,237千円減少したことによるものであります。 

 

(固定資産) 

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は29,869千円(前事業年度末残高32,531千円)となり、前事業年度

末に比べ2,661千円減少いたしました。これは主に、新規出店に伴い差入保証金が1,035千円増加した一方で、繰越欠

損金の減少に伴い繰延税金資産が6,095千円減少したことによるものであります。 

 

(流動負債) 

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は169,370千円(前事業年度末残高145,901千円)となり、前事業年

度末に比べ23,468千円増加いたしました。これは主に賞与引当金が25,725千円、未払法人税等が26,916千円増加した

一方で、一年以内返済予定の長期借入金が6,709千円、未払金が14,406千円減少したことによるものであります。 

 

(固定負債) 

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は65,369千円(前事業年度末残高83,292千円)となり、前事業年度

末に比べ17,923千円減少いたしました。その主な要因は、退職給付引当金が3,879千円増加した一方で、借入金の返

済により長期借入金が23,303千円減少したことによるものであります。 

 

(純資産) 

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は163,949千円(前事業年度末残高108,582千円)となり、前事業年度

末に比べ55,366千円増加いたしました。その要因は、四半期純利益の計上により利益剰余金が55,366千円増加したこ

とによるものです 。 
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2021年12月期の業績予想につきましては、本日公表致しました「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情

報等のお知らせ」をご参照ください。 

なお、当該業績予想につきましては、本日現在において当社が入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因により異なる可能性があります。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記 

（１）四半期貸借対照表 
  (単位：千円) 

 
前事業年度 

(2020年12月31日) 
当第３四半期会計期間 
(2021年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 124,575 144,130 

売掛金 162,774 216,789 

前払費用 11,868 7,513 

未収入金 4,618 380 

その他 2,003 614 

貸倒引当金 △595 △609 

流動資産合計 305,245 368,819 

固定資産   

有形固定資産 4,077 5,950 

無形固定資産 394 334 

投資その他の資産 28,059 23,584 

固定資産合計 32,531 29,869 

  資産合計 337,776 398,688 

負債の部   

流動負債   

１年内返済予定の長期借入金 37,017 30,308 

未払費用 56,931 53,634 

未払金 26,648 12,241 

預り金 21,761 15,741 

賞与引当金 954 26,680 

資産除去債務 - 1,000 

未払法人税等 2,229 29,145 

未払消費税等 322 588 

その他 37 31 

流動負債合計 145,901 169,370 

固定負債   

長期借入金 67,686 44,383 

退職給付引当金 9,716 13,595 

資産除去債務 5,890 7,390 

固定負債合計 83,292 65,369 

負債合計 229,194 234,739 

純資産の部   

株主資本   

資本金 90,000 90,000 

資本剰余金 76,000 76,000 

利益剰余金 △57,417 △2,050 

株主資本合計 108,582 163,949 

純資産合計 108,582 163,949 

負債純資産合計 337,776 398,688 
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（２）四半期損益計算書 

第３四半期累計期間 

   (単位：千円) 

 当第３四半期累計期間 
（自 2021年１月１日 
至 2021年９月30日） 

売上高 810,547 

売上原価 492,654 

売上総利益 317,893 

販売費及び一般管理費   232,034 

営業利益 85,859 

営業外収益  

受取利息 1 

業務受託料 724 

助成金収入 5,552 

雑収入 10 

営業外収益合計 6,288 

営業外費用  

支払利息 946 

雑損失 593 

営業外費用合計 1,539 

経常利益 90,607 

税引前四半期純利益 90,607 

法人税、住民税及び事業税 29,145 

法人税等調整額 6,095 

法人税等合計 35,241 

四半期純利益 55,366 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第３四半期累計期間(自  2021年１月１日  至  2021年９月30日) 

１．配当金支払額 

該当事項はありません。  

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの 

該当事項はありません。 

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

一般債権の貸倒見積高の算定方法当第３四半期会計期間末の貸倒実績等が前事業年度末に算定したものと比べ著し

い変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 

（重要な後発事象） 

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更） 

当社は、2021年９月16日開催の取締役会決議に基づき、2021年10月18日付をもって株式分割を行っております。ま

た、2021年10月18日開催の臨時株主総会決議に基づき、同日付で定款の一部を変更し、単元株制度を採用しておりま

す。 

１．株式分割、単元株制度の採用の目的 

当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ることを目的として株式分割を実施するとともに、１単元を100

株とする単元株制度を採用いたします。 

 

２．株式分割の概要 

（１）分割方法 

2021年10月17日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式数を、普通株式１株につき700株の割合

をもって分割しております。 

（２）分割により増加する株式数 

株式分割前の発行済株式総数       1,880株 

株式分割により増加する株式数    1,314,120株 

株式分割後の発行済株式総数     1,316,000株 

株式分割後の発行可能株式総数    5,000,000株 

（３）株式分割の日程 

基準日公告日         2021年10月２日 

基準日            2021年10月17日 

効力発生日          2021年10月18日 

（４）１株当たり情報に与える影響 

「１株当たり情報」は、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して算出しており、これによる影

響については、当該箇所に反映されております。 

 

３．定款の一部変更 

（１）変更の理由 

株式分割に伴い、会社法第184条第2項の規定に基づき、2021年10月18日をもって、当社定款の一部を次のとお

り変更致します。 
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（２）変更の内容 

変更前 変更後 
第6条 当会社の発行可能株式総数は、100万株とす
る。 

第6条 当会社の発行可能株式総数は、500万株とす
る。 

（３）変更の日程 

定款変更の効力発生日  2021年10月18日 

 

４．単元株制度の採用 

単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株といたしました。 

 
 

５．その他 

（１）資本金の額の変更 

今回の株式分割に際して、資本金の額の変更はありません。 

（２）新株予約権の行使価額の調整 

今回の株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の1株当たり行使価額を2021年10月18日以降、以下のとおり調

整致します。 

 株主総会決議日 調整前行使価額 調整後行使価額 

第3回新株予約権 2017年2月28日 250,000 358 

第4回新株予約権 2018年3月28日 250,000 358 

 

（新株予約権の権利行使） 

当社が発行した「第1回新株予約権」について、2021年10月８日に権利行使が行われており、その概要は以下のと

おりであります。 

新株予約権の行使個数      ４個 

発行した株式の種類及び株式数  普通株式 280,000株（株式分割考慮後） 

資本金の増加額         10,000千円 

資本準備金の増加額       10,000千円 

 


